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　講師の末次先生は、健康・スポーツ実習などを専
門としており「健康とは何か」、「スポーツとは何か」
などについて研究し著書等も発行され、更に東京オ
リンピック・パラリンピックの教育の一環として、
各小中学校への出張授業などにも積極的に取り組ん
でいます。

【竹藤会長、有意義なものになって欲しい】
　講演会を前に主催者を代表して竹藤敏夫会長が挨
拶「当法人は柔道整復師業界としては県内唯一の公
益社団法人であり県内に約 400 人の会員がいます。
皆様からは、接骨院・整骨院・骨つぎとして広く知
られており、正式には柔道整復師国家試験により厚
生労働大臣から免許を与えられている『柔道整復師』
です。会員は各地域での施術をとおして地域医療の
推進に努めさせていただいております。
　また、介護予防の支援や各種スポーツイベントへ
の救護員の派遣、更には来年茨城県で開催される『第
74 回国民体育大会』へのアスレチィックトレーナー
の派遣などに取り組んでおります。
　今後も、会員は施術の研鑚に励み、皆様の体のケ

アや機能回復訓練などに取り組んでまいりますので皆
様のより一層のご理解をよろしくお願いいたします。

「本日の講演会が皆様にとりまして有意義な講座とな
りますことを祈念申し上げます。」と、挨拶されました。

【今日教わった健康体操を明日からやろう】
　続いて講演に入り、末次先生は、受講者を前にプ
ロジェクターを使用して、始めに国民の平均寿命と
健康寿命についてご説明し、続いて運動習慣につい
て、また健康を維持するためのストレス等の発散法
や日常生活にうまく取り入れるための方法、また自
分自身の健康観を確立することなど例を交えながら
丁寧にご説明されました。
　更に、健康体操とストレッチについて、「ゆっく
りした動作を繰り返し行うことが足腰及び体幹を鍛
える」、「太極拳の動きによる呼吸と動作の関連性」、

「姿勢の美しさなどを意識しながらの運動」、「体操
後のストレッチ」などを、先生自身の経験談を踏ま
え、一つひとつわかりやすくご説明されました。
　その後、健康体操・ストレッチの実技に入り、ヨ
ガマットなどを使用して「ゆっくりした動作による
体操」、「太極拳による呼吸法」や「ストレッチ」を
行いました。
　参加した受講者からは、「大変参考になった」、「今
日教わった健康体操を明日からやろう」、「来て良
かった」などの意見が多数聞かれました。

（広報部長　黒澤玄）

　公益社団法人茨城県柔道整復師会（竹藤敏夫
会長）主催、茨城県教育委員会、公益財団法人
茨城県体育協会後援による、「健康体操&ストレ
ッチ ～生涯健康で過ごすための身体つくり～」
に関する特別公開講座を2月11日（日）小美玉市
四季文化館（みの～れ）にて、講師に駒澤大学 
総合教育研究部 スポーツ･健康科学部門 准教授　
末次美樹先生をお迎えして開催しました。この
公開講座は、生涯を通じて、心身ともに健康で
ありつづけるためには、若いうちから健康づく
りをすすめていくことが大切であり、そのため
には、「運動習慣」を身につけることが最も重要
で、特に健康体操やストレッチなど身体を動か
すことの楽しさや正しい知識を習得してもらう
ことを目的に開催されたもので、約130人の参加
者が熱心に聴講しました。

末次先生の指導で健康体操・ストレッチの実技が行われた

「健康体操＆ストレッチ」に関する
特別公開講座を開催
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県西支部　柴嵜将志
1月8日（月・祝）下妻市の「ビアスパークしもつ

ま」に於いて、池内廣之先生の「帰一精錬賞」受賞
を祝う「祝賀会並びに県西支部新春の集い」が、眞
中県西支部長を筆頭に支部会員多数参列の中、来賓
として県西支部顧問の衆議院議員田所嘉徳先生、永
岡桂子先生、県議会議員飯塚秋男先生、森田悦男先生、
本会より竹藤会長、市川名誉会長、一ツ柳副会長に
ご臨席を賜り盛大に開催されました。

この「帰一精錬賞」とは、柔道整復師界の発展に
著しく寄与した会員に贈られる日本柔道整復師会最
高栄誉賞「帰一賞」の一つとして、今年度より新設
された賞であり、長年にわたって柔道の指導を通じ
て青少年少女の健全育成等により地域に貢献し、そ
の功績が顕著である会員に授与されるもので、今年
度は全国で26名の会員が受賞されました。

池内廣之先生は、昭和37年7月に下館市（現筑西
市）に池内整骨院を開業すると同時に地元小中学生
に柔道の指導を始め、近年まで本会の前身である社
団法人茨城県柔道接骨師会の要職を歴任するととも
に、現在も茨城県柔道連盟の要職に就かれています。
まさに池内先生にとって「帰一精錬賞」は受賞すべ
くして受賞した賞と言えるのではないかと思いました。

来賓の先生方から数々の労いの言葉や受賞を称え
る言葉が続いた後、池内先生から謝辞が述べられた
中で、恩師の先生からの教えである「不言実行」の
精神と、講道館柔道の創始者嘉納治五郎先生の教え
である「世のため人のため」の精神を礎にして人生
を歩んで来たと仰った話は、奉仕の精神に満ち溢れ
た誠実な人柄を垣間見る思いがし、心が洗われる思
いがしました。

往年の県西支部あるいは筑西地区の理事役員とし
て池内先生と共に屋台骨を背負って来てくださった滝
澤俊夫先生の乾杯の音頭で始まり、塚本三郎先生の
万歳三唱で閉会となった祝宴も時間が過ぎるのを忘
れてしまうほどに和やかで濃密なものとなり、私自身
も池内先生とお話させていただく機会を得ましたが、
温和な笑顔での語り口は私が開業しお世話になり始
めた30年前とまったく変わりなく、背筋がスッとし
ていて貫禄を感じながらも、どこか仄々とした温かみ
のある心地良さを感じさせていただきました。池内先
生には、これからもお身体に気を付けて、無理をせず
に仕事に柔道に邁進していただきたいと思います。

第２回野球肘を語る会を開催
　1月27日(土)水戸赤十字病院にて第2回野球肘を語る
会が開催されました。この会は現場目線で他職種が連
携して意見交換を行い野球選手の外傷・障害の予防を
目指すという趣旨のもと、水戸赤十字病院副院長上牧
裕先生の呼びかけで、水戸赤十字病院、水戸協同病院、
筑波大学の医師、理学療法士、トレーナーと我々柔道
整復師が参加して意見交換が行われました。
　冒頭で上牧先生の挨拶と報告から始まり、理学療法
士から高校野球メディカルサポートの報告、トレー
ナーから捕手の障害アンケート調査の報告、医師から
少年団検診と中学校検診の予定等の報告がありまし
た。柔整からは箱守志農夫投球障害調査リーダーから
野球と柔道の肘比較調査ということで少年野球と少年
柔道との調査結果による比較が報告されました。その
後の討議では今後の情報・データの共有や検診方法に
ついて話があり、最後に水戸協同病院の小川健先生

に よ る 胸 郭 出
口 症 候 群 に よ
る 投 球 障 害 の
症 例 報 告 と エ
コ ー を 使 用 し
た 検 査 方 法 の
実 技 が 行 わ れ
終了しました。

（広報委員
　岩本勝久）

水戸支部長　藤田利光
2月17日（土）本会会館にて水戸支部超音波（エコー）

勉強会が株式会社エス・エス・ビーのご協力により開
催されました。最初にエス・エス・ビーの担当者によ
るエコーの簡単な操作方法の説明があり、その後早々
に最新機器を利用した実技に入りました。今回は下肢
を中心とした操作方法とエコーの見方ということで、
アキレス腱、下腿部、足関節、膝関節と順番にプロー
ブ走査の際のコツやランドマークの立て方、画像の見
方を実践していき、参加した会員は一様に最新機器の
画像の鮮明さに驚いていました。

日頃の施術においてもエビデンスが重要になってき
ており、医療機関との連携や患者さんとのインフォーム
ドコンセントなど求められる部分も多くなってくること
と思われます。

水 戸 支 部 で
は継続して超音
波（エコー）勉
強会の開催を予
定しております
ので、エコー導
入済みの会員だ
けではなく、未
導 入 の 会 員 に
も多く参加して
いただきたいと
思っています。

会員は最新機器の画像の
鮮明さに驚いていた

エコーを使用した
検査方法の実技も行われた

謝辞を述べる池内廣之先生

「池内廣之先生帰一精錬賞
受賞祝賀会並びに
県西支部新春の集い」開催

水戸支部エコー勉強会を開催
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奉仕団委員長　荒井健吉
　平成29年12月3日（日）水戸市の日本赤十字社茨城県支
部において、2回目となる日本赤十字社茨城県支部 柔道整
復師会奉仕団基礎研修会を水戸・県北地区団員を対象に開
催しました。過去の基礎研修会は自治奉仕団、特殊奉仕団
等を対象に開催されていた関係から、本団団員も受講してき
ましたが、平日開催のため診療を休んで参加する団員が多く、
この様な事態を解消するため、昨年の県西地区団員を対象と
した下妻市での日曜日開催に引き続き、本年も日曜日に本団
独自で開催する運びとなりました。
　今回の研修会は、茨城県支部の事業推進課救護係長　寺
門正紀氏、健康生活支援講習指導員　横田八千代氏を講師
にお招きし行われました。
　主な目的は「赤十字の理解を深めてもらい、赤十字ボランティ
アとしての自覚を持ち、意識の高揚を図り、ボランティアとして活
動していくために必要な知識・技術等を身に付け、赤十字活動
の一層の推進を図る」ことで、団員約30名が熱心に聴講しました。
　研修は、午前の部「赤十字概論とボランティアについて」プロ
ジェクターを見ながら、赤十字思想の誕生、あゆみと活動、そし
て赤十字7つの基本原則、人道・公平・中立・独立・奉仕・単一・
世界性などを学び、差別なく中立的立場で人類の命と健康を守
る奉仕的救護団体であることを改めて認識することができました。
　午後の部は、「トリアージについて、災害時高齢者生活支
援 講話、災害時高齢者生活支援 実技、奉仕活動事例」な
どが詳細に説明され、大きな災害時に多数の負傷者が発生
した際、現場で負傷者の緊急度、重症度を判定し、治療や
搬送の優先順位を決めるトリアージを学ぶことができました。
　また、災害現場では人的・物質的に限られた医療資源の中
で、一人でも多くの傷病者を救うため、我々柔道整復師がい
かに役割を果たすことができるのかを考える機会となりました。
　そして、最後の意見交換においては、活発な意見が出るな
ど充実した内容となり、各団員の赤十字活動に対する意識の
高さを知ることができました。
　これからも赤十字社の各種訓練や研修に積極的に参加し、
災害救護を始めとした災害時の対応能力を養い、万が一の有
事の際には現場において自発的かつ主体的に行動できる団員
が育ってくれる事を願っています。
　最後に、この研修会に積極的に参加し熱心に受講してい
ただいた団員各位に心から感謝申し上げ、本団が主催した
赤十字基礎研修会の報告といたします。
赤十字奉仕団の基礎研修会に参加して

水戸支部　菅澤一也
　この研修会に参加したことで、私は沢山のことを学ぶ
ことができました。まず、赤十字とは、1859年イタリア
ソルフェリーノの戦において、スイス人実業家のアンリ・
デュナンが「傷ついた兵士はもはや兵士ではない、敵、
味方の区別なく救護しなくては」と言って、行った救護
活動から赤十字思想が誕生し、赤十字社となる団体が結
成されたこと。

　11月26日（日）第37回つくばマラソン大会に、今年
で5年目となる救護員として、鮏川秋雄、吉原貴範、望
月末男、齋藤正仁、内舘秋男、永田喜久雄、田中広一、
飯塚丈仁、根本隆司、大久保博之、山﨑久史、桜井亮
の12名が参加しました。
　早朝より準備に当たり、昨年と同じ28.5km地点で今
年は市のスポーツ推進ボランティア委員の方3名と協力
しながら約500人以上のランナーに救護活動をしました。
ボランティアの方に受付をお願いしテントの中にプライ
バシースぺースを含む5つの治療台を設置し、芝草の上
に5m四方のブルーシートを敷いて、椅子25脚を用意し
3 ヵ所に分かれて連携を取りながら救護にあたりました。
主な手当の内容として、転倒による捻挫、膝・腰・股関
節等の痛み、筋肉疲労による張り痛み,痙攣,マメを潰し
た、靴擦れ、などがあり、包帯、エラスチィックテープ
による固定・キネシオロジーテープ等によるテーピング・
手技療法によるストレッチ・アイシング、体温が下がっ
てしまった人の搬送等の処置をしました。今回はバナナ
も用意されていてランナーの方に好評でした。
　主催者方よりテント、テーブル、椅子、ストーブ、毛
布などを用意していただき、11時前には早めの昼食を済
ませて救護活動の態勢を整えました。11時30分位から
手当を求めるランナーがぞくぞくと増え、午後2時位ま
でみんな休み無く動きまわりランナー一人ひとりに心を
込めて最善の手当てをさせていただきました。去年の経
験を活かして今年は更に人数を増やしたことにより、人
員の配置や役割分担など適切にかなり効率良くできたと
思います。そして、治療台、テーピングテープ類、アイ
シングスプレイ、毛布、給水タンクなどを置く場所、数
等も適切だったと思います。また、昨年の課題だった汗
で濡れた肌へのテーピングは、良く汗を拭く、少し時間
を空ける、タイツの上から粘着力の強いテープを使うな
どの工夫をしました。
　救護員それぞれがランナー一人ひとりに和やかに適切
に手当をし、具合の確認をして救護車で搬送された4名
以外のランナーに再スタートの手助けをすることができ
ました。60代70代の先輩ランナーからは「よし、もうひ
と頑張り、ありがとう」と言っていただいたり、体が不
均衡なランナーに施したテーピングの効果にびっくりさ
れたり、友人同志で足がつって入ってきて隣合わせで手
当てを受け、仲良く走っていき折り返してきて手を振っ
てくれたりと、自分たちが行ったことが快く受け入れら
れていることを実感できる嬉しい一日でした。
　このボランティアに今年初参加の人、再登場の人、毎
回の人、朝の「寒いっすね」の挨拶から始まりY会員から
のとってもおいしい栗の差し入れ、皆で食べた夕食まで、
一日中ユーモアに富んだ会話で楽しくさせてもらい、
我々の技術が役に立ち感謝までされ、お互いの親睦を
深めたのはもちろん、これを幸せと呼ぶんだなと納得
しました。来年も一人でも多くの会員の方とこの1日
を過ごしたいと思いました。　　　（広報委員　桜井亮）

　1月28日(日)第66回勝田全国マラソンが開催されまし
た。当日は最高気温4℃と肌寒く時折小雪が舞う中、全
国から集まった1万5千人のランナーがひたちなか市内
のコースを疾走しました。水戸支部から植田千尋、嶋

﨑英恭、中川文夫、藤田博美、藁谷和彦、久保田浩将、
新井俊行、早川好機、宮部和浩、岩本勝久の10名が
23.5㎞地点の稲田郵便局と31㎞地点の西原運動場に分
かれ救護活動を行いました。
　31㎞地点では12時10分頃に先頭集団が通過し、30
分後くらいから徐々にケアを求めるランナーが来はじ
めました。足底部のマメや足関節・膝関節のテーピング、
大腿部・下腿部のアイシングやストレッチを手早く済ま
せてすぐにリスタートしてもらいました。
　特に今回は気温が上がらず低体温症のランナーが多
く出る予想で、ペットボトルにお湯を入れて簡易湯た
んぽを作り保温したり、ビニール袋でカッパをつくっ
て着せたりして保温することで、低体温でリタイヤを
希望してきたランナー数名が休んでいるうちに復活し
てリスタートしていきました。寒い中での救護活動で
したが参加された皆様、大変ご苦労様でした。

  （広報委員　岩本勝久）

救護派遣として12名の会員が参加

第37回つくばマラソン大会に救護員として参加

第66回勝田全国マラソンの救護活動に参加

柔道整復師会奉仕団 基礎研修会を開催
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　12月17日(日) 水戸市の浅見ゴルフ倶楽部において
「第11回公益社団法人茨城県柔道整復師会チャリティ
ーゴルフ大会」が開催されました。
　今回は、ゲストに公益社団法人日本柔道整復師会の
工藤鉄男会長、公益社団法人千葉県柔道整復師会の岡
本和久名誉会長、公益社団法人栃木県柔道整復師会か
ら7名の役員の先生方、茨城県柔道整復師協同組合賛
助会員の方々をお迎えし、本会から竹藤敏夫会長、市
川善章名誉会長をはじめ会員多数が参加し、総勢77名
が出場してラウンドしました。
　午後4時から表彰式が行われ、ゲストの方々より多
数の賞品を提供していただきました。成績は、各支部
上位4人のネット合計で争われる支部対抗団体戦は県
南支部が優勝、個人戦ではネットの部とグロスの部共
に高田博美会員が優勝しました。

（広報副部長　髙儀和広）

　11月12日(日)千葉県香取郡の神崎カントリー倶楽部
において、第36回茨城・千葉親善ゴルフ大会が千葉県
の主管にて開催されました。
　今回は、両県合わせて総勢48名が出場、それぞれが
日頃の練習の成果を発揮し楽しくプレーしました。
プレー終了後には、懇親会兼表彰式が行われ、相互の
親睦を深め合いました。成績は千葉県の圧勝でした。
次回は、茨城県が主管になります。

（広報副部長　髙儀和広）

　12月24日(日)栃木県芳賀郡の太平洋クラブ益子コース
において「県西支部忘年ゴルフコンペ」が開催されました。
　ゲストに、本会の竹藤敏夫会長、市川善章名誉会長、
協同組合の鮏川秋雄理事長を迎えて総勢20名が出場し
て楽しくラウンドしました。
　午後６時から下妻市の寿司和で表彰式があり、株式会
社エス・エス・ビー、竹藤会長、市川名誉会長、鮏川理
事長からそれぞれ豪華賞品を提供していただきました。
　優勝は、グロス91・ハンデ13・ネット78で吉原貴範
会員、準優勝は、グロス101・ハンデ20・ネット81で市
川名誉会長、３位は、竹藤会長でした。

（広報副部長　髙儀和広）

　また、日本では、1877年西南戦争で、佐野常民らが
同じ思想を抱き、救護団体「博愛者」を設立したことが、
のちの日本赤十字社であることを知りました。
　今回、実際に日本赤十字社茨城県支部で貴重な資料
や写真を見て、茨城県でもこれだけの方が奉仕団に参加
していたのだと驚きました。中でも、写真に載っている
方々の大半が女性であったことに心から感服しました。
　この方々が危険を顧みず災害場所に赴き、救護活動を
してくれていたお陰で、今の私たちがあるのだと思います。
　それから、大規模災害を想定してのトリアージタグ
についても学びました。トリアージとは「選別」と言
う意味で、緑タグ・黄タグ・赤タグ・黒タグの４種類
に分かれています。緑は軽症、黄は非緊急治療者で待
機が可能な状態、赤は最も優先して治療が必要な要緊
急治療者、黒は死亡している方で治療対象外者であり
ます。私は、災害時の混乱している中で、これらを理
解していて治療の優先順位を的確に付けて、多くの傷
病者を迅速に搬送することは、日頃の訓練、研修など
が必要不可欠であると思いました。
　また、備蓄倉庫の見学では、大きな倉庫の中に保管
してある毛布や非常食など、災害時の必需品を見るこ
とができ、備蓄量の多さに驚きました。　
　そして、災害時高齢者生活支援の実技では、災害時
に支給された毛布一枚で体温を保持する巻き方や布二
枚でバッグ（リュック）を作る結び方を学びました。災
害時の物資が足りない中、支給された物を最大限に活
用する方法を知ることができ、とても参考になりました。
　今回の研修会に参加して、戦争や大規模災害は起こ
らなければ良いということと、もし起こってしまった場
合は、これまで学んできたことやこれまでの経験を活
かした、救護活動の重要性を改めて痛感いたしました。

「県西支部忘年ゴルフコンペ」
優勝は吉原貴範会員 

茨城県柔道整復師会
チャリティーゴルフ大会が開催される

第36回茨城・千葉親善ゴルフ大会を開催

日頃の練習成果を発揮した48名の参加者

総勢77名が出場してラウンドした

支部対抗団体戦は県南支部が優勝20名の会員が参加して楽しくラウンド

日赤基礎研修会に参加した団員
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《訃　報》
　八十岡　みつ（やそおか　みつ）
　県西支部　八十岡 伸浩会員の母
　12月11日死去　89歳
　松岡　守一（まつおか　もりいち）
　県西支部　　松岡 峰夫会員の父
　1月3日死去　95歳
　坂本　あき子（さかもと　あきこ）
　県南支部　坂本 道彦会員の母
　1月12日死去　84歳
　山﨑　五郎（やまざき　ごろう）
　県南支部　山﨑 茂会員の父
　1月19日死去　94歳
　飯泉　なみ（いいずみ　なみ）
　県南支部　飯泉 武会員の母
　1月21日死去　93歳

■新入会員■
　　　　　水戸支部　髙田　陽介
　　　　　潮来整骨院
　　　　　潮来市あやめ2－33－9
　　　　　☎0299－63－1386
　　　　　県南支部　君﨑　孝弘
　　　　　みなみ接骨院
　　　　　かすみがうら市深谷2810－1
　　　　　☎029－897－2522

県南支部　村山武志
　昨年11月19日（日）牛久運動公園体育館にて、い
きいき福祉まつり「みんなのしあわせ見本市」が開催
されました。医師会・歯科医師会・薬剤師会など多く
の関係協力団体とともに、私たち公益社団法人茨城県
柔道整復師会も“介護予防体操・体力測定”としてブー
スを並べました。

【「新たな体操を考案すること」をコンセプトに】
　「みんなのしあわせ見本市」への参加が決定してか
らは、地元牛久市の先生方に前年までのイベントの様
子をうかがい、医療系のブースは①身体測定・②健康
相談を主として行なってきていることから、それとは
異なる観点で私たち柔道整復師会の特性を活かした内
容でのブース展開をすることで意見が一致した。その
なかで、介護予防体操（リズム体操ほか）をメインと
して、また本来その評価に用いられる体力測定の幾つ
かを紹介することになりました。
　これまでの「元気あっぷ体操」で培った経験をもと
に、当会荘司智也介護部長を中心に数名の先生方で「新
たな体操を考案すること・将来的には映像化して会員
の先生方へお届けし各施術所で行なえる仕組みをつく
ること」をコンセプトに、その最初の発表の場を今回
の「みんなのしあわせ見本市」と定めて企画が開始さ
れた。荘司部長の施設をお借りしての企画会議は、短
期間ではあったが毎週のように、ときには深夜にまで
およんだ。特に介護予防体操は、基本的には要介護に
至っていない高齢者（現状は健康な高齢者や運動機能
が低下し始めた高齢者）を対象とするため、体操の持
続時間や種類・強度など、優し過ぎず且つ強過ぎない
量を模索し、動作自体も体操運動として取り入れる意
義など意見を重ねていきました。この介護予防体操の
映像化に関しては、構成の段階でまだ幾つかの過程は

残っているが、それらを一つずつクリアして会員の先
生方のお手元へ届けられればと思います。
　当日は、天候にも恵まれ年齢・性別問わず多くの市
民が「みんなのしあわせ見本市」を訪れました。私た
ちのブースでは、まず体力測定を行ない、測定を終了
された方は所定の椅子でお待ちいただき、一定の人数
が集まったところでプロジェクターの映像と指導員の
先生方を前に介護予防体操が行なわれました。体力測
定も一般的な身体測定とは異なるため、もの珍しそう
に訪れる方もいれば、介護予防体操の運動内容や指導
する先生方の楽しい雰囲気に惹かれて訪れる方など、
こちらも多くの市民また他の関係協力団体スタッフに
も訪れていただきました。今回の活動をとおして、地
域の接骨院・整骨院による介護予防の企画に一定の興
味を示していただいたと感じています。

【柔道整復師が医療資源として地域貢献】
　近年、日本の人口構造は減少と高齢化の加速、つま
りは高齢者比率の増加という大きな問題を抱えること
が予想されます。ゆえに社会保障費増加抑制という観
点から「在宅医療・在宅介護の連携」を構築し、要介
護者を減らす予防施策を模索しなければならない。こ
の連携のなかで地域に根ざした接骨院・整骨院は、国
家資格を有する専門職として、介護予防においては、
地域高齢者の運動器機能訓練を指導する観点から、一
方在宅における転倒事故等の骨折や脱臼等外傷症状に
ついても、応急処置および施術対応ができる観点から、
その特性を活かすことで自治体の介護予防施策のなか
で担える役割は大きく
なると思います。そこ
から、私たち柔道整復
師が医療資源として地
域自治体に認識され、
地域包括ケアシステム
に組み込まれることが
できれば、社会保障費
の削減や強いては健康
寿命の延伸へも寄与で
きるものと考えられま
す。救 護 員 派 遣 の 近 況

11月26日（日）
第37回つくばマラソン
大和ハウス土地（29㎞地点）
　鮏川秋雄、吉原貴範、飯塚丈仁、内舘秋男、齋藤正仁、桜井亮、
　田中広一、永田喜久雄、望月末男、山﨑久史、根本隆司、
　大久保博之（県南支部）
　422名の選手にテーピング、ストレッチ、アイシング等の処置をしました。
12月10日（日）
第8回筑波山トレイルラン大会
石岡キャンプ場
　田村敏之、吉田茂（県西支部）
　負傷者なし
筑波山神社
　大谷均、長瀬昌行（県西支部）
　3名のランナーにテービング等の処置をしました。
つくばねオートキャンプ場
　中根豊、新井誠一、八木下雅道、和地勲（県南支部）
　2名のランナーにアイシング、湿布等の処置をしました。
1月21日（日）
茨城県柔道選手権大会兼関東柔道選手権大会県予選
龍ケ崎市総合体育館 たつのこアリーナ
　加藤昂（県南支部）
　負傷者なし
1月28日（日）
第66回勝田全国マラソン大会
ひたちなか市稲田郵便局敷地内(23.5㎞地点）
　藁谷和彦、藤田博美、嶋﨑英恭、植田千尋、中川文夫（水戸支部）
　174名のランナーにテーピング、アイシング、ストレッチ等の処置をしました。
ひたちなか市西原公園グランド第1内（31㎞地点）
　岩本勝久、久保田浩将、新井俊行、早川好機、宮部和浩（水戸支部）
　116名のランナーにテーピング、アイシング、ストレッチ等の処置をしました。
2月25日（日）
茨城県柔道段別選手権大会
茨城県武道館柔道場
　杉本秋生、助川悟志（水戸支部）
負傷者なし
第5回関東近県女子バスケットボール交流大会
水戸市青柳公園市民体育館
　髙田敬、後藤洋彰（水戸支部）
　17名の選手にテーピング、ストレッチ、アイシング等の処置をしました。

介護予防体操が行なわれた

牛久市いきいき福祉まつり
「みんなのしあわせ見本市」を経験して
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り体調が悪くなりやすいですね。
身体を温めて血液の循環を良くすることで、痛み

が軽減されたり、けがの予防にもつながります。身
体を温める、身体が温まる一番の秘訣は、心が温ま
ること、心が温かいことなんです。穏やかな心でい
られることが最高の温め方なんです！

それではどうすれば心が穏やかで温かい心になれ
るのでしょうか、それは温かい人間関係の中にいら
れるかどうかなんです。温かい夫婦、心がホッとす
る家庭、温かい人間関係など、誰もがこのような家
庭や環境にいられたら幸せですよね！どうしたら温
かくホッとする環境になれるのでしょうか？それは

「相手を思いやる心」がベースになっているんです
ね。

自分中心でなく、自分のことは後回しで、まずは
相手のために何が出来るか、嫌な思いをさせない、
周りの方に喜んでもらえるにはどうしたらよいか、
そんな心遣いが出来る人が周りにいませんか？そう
いう人の周りには自然と人が寄ってきますよね～。

それでは、相手を思いやる心になるためにはどう
したら良いのでしょうか？

それには「感謝」の気持ちを持つことがとても重
要なのです。徳川光圀公から贈られたと言われる京
都龍安寺のつくばいには「吾唯足るを知る」と彫ら
れており有名ですが、現状に今に感謝することがと
ても大切なんです。他人と比べるのでなく、自分に
とって必要なもの、必要な量を知り、必要なもので
満足することを知ること。下を見れば自分より大変
な人は沢山いますし、上を見ればきりがないのに、
欲しい欲しいの星ばかり。

言葉で言うのは簡単ですが、実践はなかなか難し
いものです。100パーセント完璧な人はひとりもい
ません、だから誰も出来ていないんです。出来てい
ないことが悪いのではなく、出来るように取り組む
努力が大切なんです。

しっかり身体を温めて、温かい心、心が健康に
なれるような、夫婦、家庭、周りの方との良い

関係が作れますようお互い頑張りましょう。

そして健康で幸せになりましょう！

（広報委員　磯島昌彦）

心の栄養になるお話

心の栄養になるお話　（その1）
毎月第一木曜日、茨城放送（ラジオ）ミツコde

リラックスのホットボイスのコーナーで「足元から
の健康法」と「心の栄養になるお話」を生放送で出
演させていただいております。（午後5：15～生放送）

今回は「孝は万善の元（こうはまんぜんのもと）」
という話をさせていただきます。

以前、東京のある中学校の3年生の受験生に「心
の健康」についての講演をさせていただいたことが
あります。勉強だけしていれば成績が良くなるわけ
ではないんですよという話です。その時にお話しさ
せていただいた内容が「孝は万善の元（こうはまん
ぜんのもと）」親孝行が幸せになる基本！

良いことをすると良い結果になると前回お話しさ
せていただきましたが、その大元が親孝行なんです。
いま自分が生きているのは、親が生んで育ててくれた
からなんですね。親がいなければ今の自分はありま
せん。生きていれば辛いこともあるでしょうが、楽
しいことも沢山あります。その楽しいことは生きて
いるからなのであり、生きているということは、生ん
で育ててもらったからなんですね。だから親の恩に
感謝をし、その恩に報いていく必要があるわけです。

親孝行の第一は、親に心配をかけない事なんです。
何かをしてあげることも大切ですが、安心してもら
うことが一番なんですね。

それでも親は、いつまでたっても子供に対する心配
はなくならないそうです。ですから少しでも心配かけ
ないようにするのが親孝行の大切な事なんですね。

心配かけないようにする一番目が、自分自身の健
康に注意することなんですよね。親からいただいた
身体を粗末にするようでは親孝行になりませんし、
体調が悪かったら何もできませんからね。

言葉では、理屈では解りますが、実際に実行する
のは難しいものです。私自身なかなか体調管理もで
きていません、そして親に心配ばかりかけています。

少しでも親の心配を減らせるように、日々頑張っ
ていきたいと思います。そして社会の役に立って親
に喜んでもらえるように。少しずつでも頑張って取
り組んで行けば、必ず出来るはずです。健康で幸せ
への第一歩は親孝行です!

心の栄養になるお話　（その2）
今年は例年になく寒い冬になってしまいました。

身体も冷えて血液の循環が悪くなり、痛みが増した

茨整発【県民健康講座】【県民健康講座】

茨城放送（ラジオ）ミツコdeリラックスの
ホットボイスコーナーで生放送で出演
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代表取締役　田　中　司　郎

印刷のことなら全ておまかせ！

情報メディア営業部 水戸営業所
〒310-0847 水戸市米沢町１－１
TEL 029（247）1810 FAX 029（247）9568
URL http://www.tanakanet.co.jp

84×60.5mm2016.06.02（初校）

/021800370299990002- タナカ

　 アームリ ンク株式会社

　　　  TEL 027-255-3233 

　　　URL http://armlink.org

柔道整復師

総合補償制度
　　 総 合 保 険 コ ン サ ル タ ン ト ・ 賛 助 会 員

　　　　 代表取締役　小林　和義

団体保険は接骨院経営者の基礎となる保険です！

北関東ファミリー株式会社

〒310‐0842　 茨城県水戸市けやき台２‐１４‐１

ＦＡＸ　０２９‐２４８‐８５２２

  ０１２０４８-３３７６
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TRIO
信頼のネットワーク

地域密着

Door to DoorDoor to Door
トリオ医科 株式会社

〒 300-1216 茨城県牛久市神谷 6-6-1
TEL029（873）8553　FAX029（873）8796

東京（営）大田区・北関東（営）館林


